
学会委員会 

委員長：井上 京子 

１．活動方針及び活動目標 

看護職の実践に根ざした学術研究の振興を通じて看護の質の向上を図り、大阪府民の健康と福祉に

貢献することを目的に、臨床看護実践・看護教育・看護管理等の看護に関する内容を発表する場となる

よう、第11回大阪府看護学会の企画・運営を行う。 

 

２．活動内容 

実施項目 

【開催場所】 
内 容 開催日 等 参加者 

定例委員会 

【ナーシングアート大阪・

マルイトOBPビル】 

１）第11回大阪府看護学会の企画・抄録

査読・優秀演題候補演題の推薦・運

営・評価 

２）次年度の第12回大阪府看護学会の企画 

全12回 委員16名 

 

３．活動実績 

実施項目 

【開催場所】 
内 容 開催日 等 参加者 

第11回大阪府看護学会 

【ハイブリッド開催】 

テーマ: 看護がつなぐ共生社会 

～集い・笑い・語り合う～ 

特別講演「人生110年時代の心と体の健

康づくり」 

講師：順天堂大学大学院スポーツ健康

科学研究科 

先任准教授 谷本道哉氏 

教育講演「看護がつなぐ共生社会～とも

いき京都の活動を通して～」 

講師：大阪歯科大学医療イノベーショ

ン研究推進機構事業化研究推進

センター地域医療等連携部門 

専任教授 田村恵子氏 

交流集会①「特定行為研修修了者が専門

性を発揮できる組織体制づ

くり及び活動内容の検討」 

企画：地方独立行政法人堺市立病院機

構堺市立総合医療センター 

金山千明・池島あゆみ氏 

交流集会②「現場の悩みや疑問を研究に

繋げよう !」 

企画：大阪府看護協会学会委員会 

一般演題84題（口演58示説26）最優秀賞

２題表彰 

企業展示：９社、大学大学院紹介：５校、

バナー広告：企業１社、大学大学院：６校、

会場開催 

12月２日(土) 

９:30～16:30 

 

オンデマンド

配信 

12月11日～ 

１月12日 

【12月２日】 

会場参加 424名 

WEB参加   281名 

参加者計 705名 

(うち学生２名) 

関係者含めた 

総参加者数 

815名 

アクセス件数 

775件 



ランチョンセミナー:２社、キッチンカー:

２台・パン販売を実施 

【活動の概要】 

今年度は大阪府看護協会での開催及びWEB配信による開催の円滑な運営を目指して取り組んだ。主な

変更点は、１）一般演題（口演・示説）全ての会場発表、２）交流集会発表の新設、３）演題発表区分

の見直しである。その結果、演題応募84題全て採択（第10回78題）会場開催及びWEB配信ともに円滑に

運営することができた。参加者は第10回603名より705名と増加し、アクセス件数は775件であった。12

月委員会で運営課題を明確にして、次回開催に向けて準備を始めている。 

 

４．課題・その他 

１）一般演題の応募、学会参加者の促進を図る。 

その他 

来年度の第12回は、今年度同様会場発表とWEB配信での開催予定である。今後、企画・運営の検討を行う。 

 


